
 

 
 
 

 

 

 

 

当院の入院患者さんの中には、退院後に畑仕事や園芸を再開したいと希望さ

れる方がいます。一方で、「体が思うように動かず、もうできないのでは」とあき

らめたり、不安を感じている方も少なくありません。また、長期入院による認知

機能の低下やストレスを抱える方もいます。そこで、一昨年よりリハビリの一環

として園芸活動を始めました。 

 

 

 

 

 

 

 

園芸を通して期待できる効果として 
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リハビリテーションだより ２月号 
 

～園芸を通じた心と身体のリハビリ～ 

※一部抜粋 



園芸作業は景観づくりだけでなく、リハビリとしてその方の目的に合わせた目

標を設定し、作業を通して達成を目指しています。車いすの方でも花を見に行

くことや水やりを日課にすることで、生活意欲の向上につながっています。 
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前と同じように

できるかな？ 

気をつけないと

いけないことは

ある？ 

例）大腿骨頚部骨折の手術後の女性 

 

目的：安全な園芸活動の獲得 

「しゃがむ」「土を耕す」「苗を植える」などの 

動作の評価をしながら、安全な動作の 

工夫や代償手段を提案。 
 

動作能力に合わせて立って作業する人、 

座って作業する人 

み
ん
な
で
わ
い
わ
い
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共
通
の
作
業
が
あ
る
と 

会
話
も
弾
み
ま
す 

育てたお花で「栞」作り♪ 

立って作業すれば、 

実践的なバランス練習になりますよ 


